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1.事業概要

1）事業者名および代表者

　　日栄塗装工業　株式会社

　　代表取締役　渡辺　靖

2）所在地

　　本社　　神奈川県川崎市川崎区小田二丁目7番17号

　　営業所　神奈川県中原区中丸子412番地

3）現場管理責任者

　　現場管理責任者　　渡辺　靖

　　環境事務局　　　　渡辺　玲子

　　　　　TEL　044-355-9376（代表）　FAX　044-322-4178

　　　　　E-mail　rwatanabe@nichieitosoukougyou.co.jp

4)会社創立日

　　昭和42年（1967年）3月

5）事業内容

　　塗装工事業、防水工事業

　　特定建設業許可　神奈川県知事14-041611号

6）事業規模

        売上高 　　：　482百万円（2022/1～12）

　　工事件数　　　：　154件

　　従業員　　　　：　　8名　2023.02.28現在

　　オフィス　　　　：　76㎡

7）対象範囲

　　対象組織　本社　営業所　倉庫

　　対象活動　塗装工事　防水工事

　　対象期間　2022年1月～12月

　　第2販作成日　2023年2月28日
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2.環境保全活動実施体制
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役割・責任・権限

代表者

１．環境管理責任者の任命及び実施体制の構築
２．環境方針の制定
３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定

環境管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

EA21事務局

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境目標、環境活動計画書原案の作成
４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

部門責任者

１．自部門における環境経営システムの実施、環境方針の周知、従業員に対する教育
　　訓練の実施、自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
２．自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
３．特定された項目の手順書作成及び運用管理
４．自部門の特定された緊急事態への対応の手順書作成、テスト、訓練を実施し記録を作成
５．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
６．建設現場の作業員への簡単な教育（騒音、振動、廃棄物、省エネ、省資源、緊急時対応）、指示
　　＊下請等の協力会社作業員含む

従業員
１．環境方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。
２．下請等の協力会社作業員も簡単な教育、指示に従って活動する。

建設実施体制及び責任･権限表

代表者
渡辺 靖

環境管理責任者

渡辺 靖

ＥＡ２１事務局
渡辺 玲子

工事部門責任者

樫木 豊和

事務部門責任者

渡辺 玲子



３.環境経営方針

［企業理念・事業活動］

　　日栄塗装工業株式会社は、省エネルギー、リサイクル

　　  及び産業廃棄物の減量化に取り組み、また化学物質の管理を

　　積極的に行い、企業活動を通して環境保全に努め、住みよい

　　まちづくりに貢献することを目指します。

　　また、SDGｓの取組にもチャレンジしていきます。

［行動指針］

　　　1.　当社の事業活動による環境負荷削減を実行するために

　　　下記の行動指針を定め全従業員で取り組みます。

　　　①　電力・車両燃料による二酸化炭素排出量の削減

　　 ②　水使用量の節水

　　  ③　廃棄物の発生抑制、削減、リサイクル

　 　④　化学物質の適正管理

　 　⑤　環境負荷の少ない塗料への代替推進

　　2.　環境関連法規・条例その他規則を遵守します。

　　3.　環境経営の活動は継続定期改善を実施します。

　　4.　全従業員にこの環境方針を周知します。

２０２１年１０月１日　制定

日栄塗装工業株式会社

代表取締役　渡辺　靖

　　環境経営方針
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4.　環境経営目標（中期目標）

　　　　環境経営目標

基準（実績） 年度目標

2020年度 2022年度 2023年度 2024年度

4%削減 4.1%削減 4.2％削減

29,216 28,047 28,018 27,988

3%削減 3.1%削減 3.2%削減

3,715 3,603 3,599 3,596

5%削減 5.1%削減 5.2%削減

11,786 11,196 11,184 11,173

（産廃）
7％削減 7.1％削減 7.2％削減

18.8 17.48 17.46 17.44

（対全建設廃棄
物排出量）

（対全建設廃棄
物排出量）

（対全建設廃棄
物排出量）

（対全建設廃棄
物排出量）

13 13.4 13.5 13.6

（塗料、有機
溶剤等）

使用量把握 使用量把握 使用量把握

環境配慮施工
の売上高

５%増加 5.1%増加 5.2%増加

5,000 5,250 5,255 5,260

注(1)購入電力のCO2排出係数：0.442kg-CO2/kWh

1.1電力使用量の削減 kwh

環境経営
目標

単位
中期目標

１．二酸化炭素排出量の削減 ｋｇ-CO2

1.2車両燃料使用量 の削減 L

２．廃棄物の削減 t

３．再資源化率向上 %

6．環境配慮施工売上増 万円

４．水の削減 ㎥
　変わらずに最低基本使用量を維持し、継続する。

５．化学物質削減 ㎏

適正に管理する



　5.  環境活動計画・実施状況

基準年度：2020年度 評価　　○：達成　　×：未達 □：計画　　■：実施

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1 二酸化炭素排出量 ・電力、化石燃料使用量の削減 管理 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

　の削減 4％削減 ・低公害車・低燃費車の導入 責任者 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ ■

渡辺

　　計画排出量 2,337 2,337 2,337 2,337 2,337 2,337 2,337 2,337 2,337 2,337 2,337 2,337

29,216㎏-CO2 28,047㎏-CO2 　　実績排出量 548.21 2,397 2,456 2,150 2,006 2,093 2,800 2,753 2,858 2,037 2,042 2,143

　　同　　　累計 548.21 2,945 5,401 7,551 9,557 11,650 14,450 17,203 20,061 22,099 24,141 26,284

評価 〇 × × 〇 〇 〇 × × × 〇　 〇 〇

1.1 電力使用量の削減 渡辺

(合計） パソコン管理（電源off）の適正化 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

エアコン温度設定最適化 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

3％削減 　　計画電力使用量 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300
　　実績電力使用量 433 388 354 261 273 310 338 346 283 275 344 344

3,715kWh 3,603kWh 　　同　　　累計 433 821 1,175 1,436 1,709 2,019 2,357 2,703 2,986 3,261 3,605 3,949

評価 × × × 〇 〇 × × × 〇 〇　 × ×

1.2 自動車燃料使用量 ・アイドリングストップの実行 渡辺 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

　の削減 ・車輌別タイヤ空気圧管理 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・夏季以外のカーエアコンの抑制 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

5%削減 　　計画燃料使用量 933 933 933 933 933 933 933 933 933 933 933 933

　　実績燃料使用量 153.8 959.16 991.38 876.88 795.03 932.65 1142.65 1120.65 1178.14 825.76 814.78 858.18

11,786Ｌ 11,196L 　　同　　　累計 153.8 1112.96 2104.34 2981.22 3776.25 4708.9 5851.55 6972.2 8150.34 8976.1 9790.88 10649.06

評価 〇 × × 〇 〇 〇 × × × 〇　 〇 〇

2 廃棄物排出量の削減 ・一般廃棄物の分別 渡辺 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・紙類のリサイクル先探す ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

7％削減 　　計画排出量 5.83 5.83 5.83 5.83 5.83 5.83 5.83 5.83 5.83 5.83 5.83 5.83

　　実績排出量 2.1 0 1.575 2.43 2.45 0 0 4.374 0 0 0 0

18.80ｔ 17.48ｔ 　　同　　　累計 2.1 2.1 3.68 6.11 8.56 8.56 8.56 12.93 12.93 12.93 12.93 12.93

評価

3 再資源化率の向上 ・分別の細分化 渡辺 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

（現場） 対全建設廃棄物排出量 ・分別の徹底 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

　　計画再資源化率（％）

対全建設廃棄物排出量 　　実績再資源化率（％） 50 0 54 100 60 0 0 100 0 0 0 0

13% 13.4% 　　同　　　累計（％） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 69

評価

4 水資源投入量の削減 ・節水コマの取り付け 渡辺 ■　 ■　 ■　 ■　 ■　 ■　 ■　 ■　 ■　 ■　 ■　 ■　

（事務所） ・元栓絞込み ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・配管水漏れチェック □ □ ■ □ □ ■ □ □ ■ □ □ ■

最低基本使用量の維持 　　計画使用量 19 19 19 19

　　実績水使用量 0 4 0 10 0 7 0 6 0 7 0 7

20㎥ １９㎥ 　　同　　　累計 0 4 4 14 14 21 21 27 27 34 34 41

評価

5 PRTR法対象の化学 ・水溶性塗料への切り替え 渡辺
物質使用量の削減 削減の実行計画と ・代替有機溶剤の調査 □
（現場） 予算化 ・外注の検討 　　 予算化の結論

使用量１ｔ以下にする

評価

6 環境配慮施工の売上増 ・対象環境配慮施工の特定 渡辺 ■

（現場） 売上高5％増 ・環境配慮施工の新規開発 □ □

　

　　計画売上高（万円） ― ― 5,250

5,000万円 5,250万円 　　実績売上高（万円） 5,950
評価

ＮＯ． 評価・確認　月日 評価・確認者 評価・確認事項（定期、臨時） 評　価　・　確　認　結　果　、コ　メ　ン　ト　、　是　正　処　置　等

1 令和5年1月15日 渡辺　靖 電力使用量の削減が目標未達成

全体としてみれば概ね達成できているが、夏、冬などの電力使用量の削減が未達成である。

室温の最適化を考えていきたいと思う。また、自動車燃料は現場の場所によって

削減が難しいところであるが、引き続き施策として実施していることの徹底を図っていく

２０２２年度環境活動計画・実施状況評価

ＮＯ．
基準値

（２０２０年度）
年度目標

（２０２２年度）
施　　　　策 責任者

〇 〇 〇 〇　

〇 〇 〇 〇　

―

2022年

使用料把握 使用料把握使用料把握

〇 〇 〇 〇　

○ 〇 〇 〇　



5.　環境活動計画と実施状況評価

　　　　　　　　　２０２２年度環境活動計画・実施状況評価

目標 実績 達成率

2022年度

電力、化石燃料使用量の削減
基準値より4%削減 105%

低公害車・低燃費車の導入
28,047 26,650 〇

パソコン管理（電源Off）の適正化
基準値より3%削減 -9%

エアコン温度設定最適化
3,603 3,949 ×

ふんわりアクセル「eスタート」
基準値より3%削減 105%

アイドリングストップ
加減速の少ない運転

11,196 10,649 〇

分別によるリサイクルの推進 基準値より7%削減 194%

17.48 8.99 〇

（対全建設廃棄物排出量） （対全建設廃棄物排出量） 211%

13.4 55 〇

基準値より7.5%削減 120%

49.2 41 〇

使用量把握 ー

使用量を把握し適正に管理 62.48 〇

5%増加 113%

5,250 5,950 〇

注(1)購入電力のCO2排出係数：0.442kg-CO2/kWh

環境経営 目標 単位 環境活動計画
2022年度 目標達成の判定

１．二酸化炭素排出量の削減 ｋｇ-CO2

1.1電力使用量の削減 kwh

1.2車両燃料使用量 の削減 L

代替有機溶剤の調査

6．環境配慮施工売上増 万円

２．廃棄物の削減 t

３．再資源化率向上 %

５．化学物質削減 ㎏

分別の細分化
分別の徹底

４．水の削減 ㎥
節水コマ取付　　　　　　　排
水管水漏れチェック

対象環境配慮施工の特定
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6.次年度の環境経営目標及び環境経営計画

取組項目 目標値 活動内容

二酸化炭素排出量の

削減
28,018kg-CO2 省エネ推進によるCO2削減への取組の実施

電気消費量削減 3,599 ｋWh 不要箇所、昼休み時の消灯

パソコン、コピー機など省電力設定に

エアコンの温度（冷28度、暖22度）を徹底
化石燃料消費量削減

（ガソリン）
11,173 L エコドライブ

現場への相乗り

目的地までのルートの事前確認

不要な荷物の整理

月1度の燃費確認
一般廃棄物排出量

削減
313.3kg コピー用紙の裏紙利用

電子メールなどの利用でペーパーレスを目指す
産業廃棄物排出量

削減
17.44ｔ 資材発注時の在庫確認

現場で発生する混合廃棄物は分別、ﾘｻｲｸﾙをする

水消費量削減 最低基本料金以内 節水の徹底

化学物質削減 100kg以下 使用量を把握して適正に管理する

環境配慮施工の増加 　 水系塗料など環境配慮型塗料の使用

騒音や振動、粉塵、飛散などに配慮した工事を行う

7.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

当社に適用される環境関連法規制の遵守状況を確認した結果、すべて適法に行っており

違反はありませんでした。

また、関係当局からの指摘や地域住民からの訴訟なども過去3年間ありませんでした。
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8.　代表者による全体の評価と見直し・指示

　　　　　1）全体評価

　　　　　　　エコアクション21のシステムの運用を始めて最初の１年間となった。

　　　　　　　活動としては電力使用量が未達成であったが、二酸化炭素の排出削減は達成でき評価したい。

　　　　　　　今期に引き続き次期も環境経営目標の達成に社員全員努めていただきたいと思っている。

　　　　　　　

　　　　　2）見直し

　　　　　　　1.二酸化炭素の排出量の削減については目標を達成できているが、内容としては、

　　　　　　  　エアコンの稼働の増加などがあり電力は増えており、改善の必要があると考える。

　　　　　　　2.廃棄物排出量の削減は目標を達成できている。廃プラなどの分別を行い、

　　　　　　　　引き続き対策を継続する。

　　　　　　　3.水使用量の削減については、今までと変わらず最低基本料金の使用量で済んでいる。

　　　　　　　　このまま継続する。

　　　　　　　4.有害化学物質使用量の削減は、数量の把握を行い適正な管理を行っていく。

　　　　　　　5.環境配慮型製品・サービスへの取組は、環境配慮材料・工法などの情報収集を行い

　　　　　　　　顧客への説明なども丁寧に行っていく。

　　　　　3）変更の必要性の有無

環境経営方針　　　　　　　　　　　（変更の必要性：□有　☑無）

環境経営目標及び環境経営計画　　　（変更の必要性：☑有　□無）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　当初の目標が高すぎたため

実施体制　　　　　　　　　　　　　（変更の必要性：□有　☑無）

環境経営システム等　　　　　　　　（変更の必要性：□有　☑無）
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